
神殿へ続く参道には97基の石灯籠
が並び、苔むした緑と木漏れ日が織
りなす幻想的な景色が広がります。
社殿の奥には鬼八法師が蹴破ったと
いう伝説が残る巨大な風穴「穿戸岩」
があり、合格や必勝のご利益がある
といわれています。

上色見熊野座神社（熊本県阿蘇郡）
かみしき　み　くま　の　いますじんじゃ

うげ　と　いわ

写真提供：熊本県観光連盟

熊本県特集

Okashin News ATMなどの
　　　　　　　　オンラインサービス臨時休止のご案内
　　　　　　　　第15回あきんどフェアに出展

家康公検定　過去問に挑戦！家康公検定　過去問に挑戦！
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阿蘇市 阿蘇エリア

世界有数のカルデラを誇る阿蘇地域は、雲海の発生に理想的な霧が溜
まりやすい盆地の地形を有することから日本を代表する雲海スポット
として知られています。

阿蘇の雲海
あ　そ　　　うんかい

御輿来海岸

干満の差が大きい有明海
では、潮が引くと海岸の砂
地に、風と波が描き出す美
しい砂の曲線が現れます。
干潟は、夕陽に染まるオレンジ色、薄暮のパープル、日中のシル
バー、満月の夜にはゴールドへと表情を変え、幻想的な景色を生み
出します。なかでも1月から4月にかけては、夕陽に照らされた干潟が
ひときわ美しく、毎年多くのカメラマンを魅了しています。

お　こし　き　かいがん

最上郡 県央エリア

阿蘇エリア
県北エリア

県央エリア

天草エリア

県南エリア

川
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
天
草
エ
リ
ア
に
は
、
美
し

い
夕
陽
で
知
ら
れ
る
上
天
草
温
泉
郷
や
下
田
温
泉

が
、
県
南
エ
リ
ア
に
は
、
風
情
あ
る
温
泉
街
が
広

が
る
日
奈
久
温
泉
や
人
吉
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
各

エ
リ
ア
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
魅
力
を
持
つ
温

泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
水
の
国
」
な
ら
で
は
の
味

　

清
ら
か
な
湧
水
は
、
お
い
し
い
農
産
物
や
豊
か

な
食
文
化
を
育
ん
で
い
ま
す
。
代
表
的
な
食
材
は
、

国
内
生
産
量
第
1
位
を
誇
り
、

加
藤
清
正
が
広
め
た
と
伝
え
ら

れ
る
馬
肉
で
す
。
新
鮮
な
馬
刺

し
は
熊
本
を
代
表
す
る
郷
土
料

理
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
阿
蘇
の
雄
大
な

自
然
が
育
ん
だ
希
少
な
あ
か
牛
、
国
内
最
大
級
の

地
鶏
「
天
草
大
王
」、
か
ら
し
蓮
根
、
輪
切
り
に

し
た
唐
芋
を
生
地
で
包
ん
だ
い
き
な
り
団
子
な
ど
、

多
彩
な
郷
土
料
理
が
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
城

　

日
本
三
名
城
に
数
え
ら
れ
る
熊
本
城
。
慶
長
12

（
1
6
0
7
）年
、
熊
本
藩
初
代
藩
主
で
あ
り
築
城

の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
加
藤
清
正
が
、
当
時
の

最
先
端
技
術
と
労
力
を
投
じ
て
築
い
た
名
城
で
す
。

上
に
行
く
ほ
ど
反
り
返
っ
た
石
垣
「
武
者
返
し
」

や
復
元
さ
れ
た
絢
爛
豪
華
な
本
丸
御
殿
な
ど
、
多

数
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
天
守

閣
や
石
垣
、
重
要
文
化
財
建
造
物
な
ど
の
多
く
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
2
0
2
1
年
に
は
天
守

閣
の
復
旧
が
完
了
し
、
2
0
5
2
年
度
の
完
全
復

旧
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
2
0
2
6
年
7
月
、
再
び
最
大
震
度

7
の
地
震
が
発
生
し
、
熊
本
城
は
再
び
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
完
全
復
旧
の
時
期
は
現
時
点

で
は
見
通
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
再
び
復
旧
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
か
ら
10
年
。

復
興
へ
の
歩
み
を
続
け
て
き
た
熊
本
県
は
、

2
0
2
6
年
7
月
、
再
び
最
大
震
度
7
の
地
震
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
を
知
り
、
訪
れ
、
応
援
す
る
こ
と
が
、
地

域
を
支
え
る
力
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
熊
本
県

の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
火
の
国
」「
水
の
国
」

　

熊
本
県
は
、
世
界
有
数
の
カ
ル
デ
ラ
を
誇
る
阿

蘇
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、「
火
の
国
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
活
火
山
が
生
み
出
し
た
雄
大
な

山
々
や
広
大
な
草
原
が
織
り
な
す
景
観
は
、
訪
れ

る
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。
雄
大
な
自
然
と
と
も
に

築
か
れ
て
き
た
歴
史
と
文
化
は
数
万
年
に
及
び
、

由
緒
あ
る
神
社
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
蘇
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

地
層
は
、
豊
か
な
地
下
水
を
育
み
、
県
内
各
地
に

1
0
0
0
カ
所
以
上
の
清
ら
か
な
湧
水
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
水
資
源

に
恵
ま
れ
た
熊
本
県
は
、「
水
の
国
」
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
火
の
国
」
に
湧
く
温
泉

　

県
内
各
地
に
温
泉
が
湧
き
、
そ
の
数
は
1
1
8

カ
所
に
も
及
び
ま
す
。

　

県
北
エ
リ
ア
に
は
、
古
く
か
ら
湯
治
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
山
鹿
温
泉
や
玉
名
温
泉
が
あ
り

ま
す
。
阿
蘇
エ
リ
ア
に
は
、
雄
大
な
阿
蘇
の
景
色

を
満
喫
で
き
る
阿
蘇
・
内
牧
温
泉
や
、
山
あ
い
に

ひ
っ
そ
り
と
佇
み
、
全
国
的
に
も
人
気
を
誇
る
黒

特 集

熊
本
県
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黒川温泉郷
標高700mの山間に湧く、全国でも人気の温泉郷。7種類の源泉（泉
質）が湧き、それぞれの旅館で異なる効能を持つ温泉が楽しめます。
毎年12月から3月末にかけては、温泉街を流れる川に竹で作られた灯
篭が並ぶ「湯あかり」が開催され、冬の風物詩となっています。

くろかわおんせんごう

草千里ヶ浜
阿蘇山を代表する観光地のひとつ。標高約1,100mの高さにあり、放牧さ
れた馬が悠 と々歩く姿や、噴煙を上げるダイナミックな阿蘇中岳火口が見
渡せる絶好のロケーションです。夏は緑が鮮やかに輝き、厳冬期には幻想
的な白銀の世界に包まれることも。季節ごとに違った表情が楽しめます。

阿蘇郡
くさせん　り　が　はま

熊本城
日本三名城の一つ。別名銀杏城とも呼ばれます。加藤清正によって、約7年の歳月をかけ築かれました。
周囲5.3㎞、総面積98haに及ぶ広大な城郭で、そのなかに天守3、櫓49、櫓門18、城門29の構えを持ち、
石垣や自然の地形を利用した独特の築城技術が生かされています。
※2016年、2026年の震災被害からの復旧に向けた取り組みが進められています。

県央エリア熊本市
くまもとじょう

阿蘇エリア 阿蘇エリア
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写真提供：熊本県観光連盟

もっと知りたい！

熊本県まつり

山鹿灯籠まつり
　はるか古代から受け継
がれてきた祭り。毎年8月
に行われます。
　頭の上に灯篭を乗せた
女性たちが優雅に舞い踊
る「千人灯籠踊り」の幽玄
な様子は一見の価値があ
ります。

あか牛
熊本・阿蘇の雄大な自然の中で
育った和牛。赤身が多く、さっぱり
とした味わい。

からし蓮根
レンコンの穴に辛子を混ぜた味噌を詰め、卵黄入りの小麦粉の衣を
つけ、油で揚げた伝統的な料理。さくっとしたレンコンの食感とツンと
くる辛子味噌の風味は、酒の肴、お弁当のお菜、お茶請けとして広く
親しまれています。

太平燕
タイピーエン

県内にしか存在しないと言われる麵料理。たっぷりの野菜、
エビ、イカ、豚肉などの具材が入り、見た目はチャンポンのよう。
麺には春雨を使用し、揚げ玉子を乗せるのが特徴。

山鹿市

伝統工芸

食べ物

国指定伝統的工芸品  天草陶磁器
　天草西海岸で採れる上質の天草陶
石と陶土を使って焼かれた磁器および
陶器。焼き上がりの白さに濁りがなく強
度もすぐれ、かの平賀源内も「天下無
双の上品」と絶賛したといいます。
　天草島内では、江戸時代前期には
内田皿山で磁器が焼かれていたことが
記録に残っています。

天草市

藤崎八旛宮例大祭
　1000年以上の歴史をも
つ祭り。毎年9月に開催さ
れます。
　熊本県内最大の祭りと
言われ、最終日に行われる
「神幸行列」では約2万人
と約70頭の馬の行列が街
を練り歩きます。

熊本市

ユネスコ無形文化遺産

八代妙見祭
　九州三大祭りのひとつ。毎年11月に
開催されます。ユネスコ無形文化遺産に
登録されています。

　ガメの愛称で親しまれている亀
き

蛇
だ

や

笠
かさ

鉾
ぼこ

、獅子などの出し物で賑わいます。

八代市

あまくさとう　じ　き

やま　が　とうろう

やつしろみょうけんさい

ふじさきはちまんぐうれいたいさい

国指定伝統的工芸品　小代焼
　鉄分の多い小岱山の粘土を原料とし、灰釉の流しぐすりをかけた焼
き物。江戸時代初期、丹後国の源七という陶工が細川氏を慕って共に
下向し、熊本の地に窯を
開いたといわれています。
　炎の加減でいろいろな
風合いが醸し出されます。
親しみやすい素朴さと、
控え目な品格が時代を超
えて愛されています。

荒尾市 玉名市 南関町しょうだいやき

熊本ラーメン
豚の頭骨と鶏ガラをブレンドした優しい味わいの豚骨スープに、
喉越しの良い中太麺。焦がしたり揚げたりしたニンニクチップや
マー油がトッピングされ、具材にキクラゲが入っているのが特徴。

県南エリア

食欲を刺
戟する

辛味と食
感

阿蘇の希
少な

あか牛

焦がしニ
ンニクの

香ばしい
香り

熊本市民に
愛される

ソウルフ
ード

県北エリア

県北エリア 県央エリア

天草エリア

しょうだいさん

※2026年7月の地震で、八代神社では楼門など
　が倒壊し、復旧作業が進められています。

※2026年は、中止されました。※2026年は、神事および神事に関する行事のみ実施し、その他のイベントは中止
　されました。
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熊本県の
おすすめスポット

　落差約10ｍ、幅約20ｍを誇る滝で、お茶のCMの舞台にもなった
人気スポットです。約9万年前の阿蘇の巨大噴火で生まれたとされ、
カーテンのように流れ落ちる優雅な様を間近に見ることができます。

鍋ヶ滝
（国指定名勝・史跡）

　肥後細川家ゆかりの回遊式庭園。阿蘇の伏流水が静かに湧く池
を中心に、築山、松などが美しく配され、能楽殿や古今伝授の間
も見どころ。四季折々の風景を眺めながら優雅に散策できます。

水前寺成趣園
すいぜん じ じょうじゅえん なべ が たき

熊本市 県央エリア 阿蘇郡 阿蘇エリア

　江戸時代末期、水不足に悩む白糸台地に水を送るために造られ
た日本最大級の石造アーチ水路橋。唯一、放水を行うことができ、年
間約120回行われる迫力ある放水を間近で見ることができます。

　阿蘇外輪山の北西部に広がる自然休養林。大小さまざまな滝や
瀬、渕があり、うっそうとした天然生広葉樹で覆われた森と清ら
かな伏流水が、変化に富んだ美しい景色を創り出しています。

球泉洞 球磨郡

きゅうせんどう
県南エリア

菊池渓谷 菊池市

きく　ち　けいこく
県北エリア 通潤橋

つうじゅんきょう
上益城郡 県央エリア（国宝）

　古代から天草の人々が霊山として仰ぐ、天草諸島最高峰の「倉
岳」の山頂に建てられた神社。不知火海（八代海）や御所浦の島々、
漁村の風景、有明海から雲仙まで一望できる絶景スポットです。

　全長約4800ｍの鍾乳洞。全国で3番目の長さを誇り、3億年と
いう年月を経てできた美しい石柱や石筍は、今も成長を続けてい
ます。

倉岳神社
くらたけじんじゃ

天草市 天草エリア

2026年10月29日～11月1日に熊本県復興応援フェアが開催されます。
買って、食べて　熊本県を応援しましょう！詳しくは裏表紙をご覧ください。

熊本県公式観光サイト
「もっと、もーっと！
　くまもっと」

Information
まだまだ

紹介しきれない
熊本の魅力は
こちらから！

写真提供：熊本県観光連盟　　　参考：熊本県公式観光サイトもっと、もーっと！くまもっと。　　協力：熊本県大阪事務所
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問 題

秀吉の子飼いの武将でもあった加藤清正ですが、朝鮮出兵時の戦功に
対し石田三成が秀吉に讒言をしたこともあり、三成とは全くの不和になります。
そのため家康公に接近し、秀吉死後は家康公の養女を継室として迎えるなど関
係を深めていきました。ところが、領国の肥後にいるとき、島津氏の重臣であ
る伊集院氏が主家に反旗を翻した「庄内の乱」において、清正が伊集院氏を支
援していたことが発覚、五大老筆頭として事態の収拾を図っていた家康公はこ
の重大な背信行為に怒り、清正の上洛を禁じて熊本に謹慎させていたのです。
しかし西軍に属した小西行長の宇土城、八代城を制圧し、立花宗茂の柳川城を
開城させた功などが認められ、家康公より肥後熊本52万石を与えられました。

正解……⑴

家康公検定 51過去問に挑戦 !

解 説

加藤清正像／熊本城前
　　　　　　（熊本県熊本市）

　　　　　　　　　　　　　　　　こ　が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざんげん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひるがえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　と　　　　やつしろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やながわ

⑴ 加藤  清正　　⑵ 小西  行長　　⑶ 佐々  成政　　⑷ 立花  宗茂

　慶長5年（1600）、美濃国関ヶ原にて、家康公の東軍と石田三成らの西軍による天下分
け目の戦い（「関ヶ原の戦い」）が起こりましたが、九州においても東軍勢力と西軍勢
力との戦いがありました。このとき、九州の地で東軍として活躍し、戦後、肥後熊本52
万石の大大名となった豊臣恩

おん
顧
こ
の武将はだれでしょうか？

　今月号で特集した熊本には江戸時代　熊本藩が置かれ、足利氏支流で岡崎市細川町が発
祥の地である細川氏11代が、江戸初期から明治に至るまで藩主を務めました。今回はこ
の細川氏の前に、最初に熊本藩主になった武将を答える問題です。

はっ

しょう

上里支店
第15回あきんどフェアーに出展

　2026年8月22日、当金庫上里支店が「第15回あきんど
フェアー」（主催：公益社団法人岡崎法人会北部支部）に出
展し、当金庫のPR等を行いました。

お客さまには大変ご不便をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。
お預け入れ、お引き出し、お振り込みなどはお早めにご準備ください。詳しくは、ホームページにてご確認ください。

システム更改のため、ATMなどのオンライン
サービスを臨時休止させていただきます。

臨時休止する
オンラインサービス 10 10（土） 10 11（日） （月・祝）

10 12
10月10日（土）～12日（月）の３日間は、
すべてのATM、オンラインサービスを休止させていただきます。

Okashin News おかしんからのお知らせ
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3.480

最大
1,000万円
までお借入
可能

お
申
込
み
は

こ
ち
ら

マイカーローン
自動車・オートバイ・自転車の購入や車検・借換えにも！
あなたのカーライフをサポートします！

1.780
4.055 2.355

お取扱期間
2026年10月1日（木）～
2027年3月31日（水）

ご融資金は、原則としてご購入先へお振込みいただ
きます。なお、振込み手数料については、お客様負
担となりますので、あらかじめご了承ください。
出資加入の手続きが必要な場合、来店でのお手続き
になりますので、お手数ですが取引希望店までご来
店ください。

次のいずれか一つでも該当する方

① 給与振込または年金振込を当金庫（取引希望店）でご指定の方（▲0.8%）
② 公共料金口座振替を3種目以上ご利用の方（クレジットによる引落含む）（▲0.8%）
③ クレジットカード決済の口座振替指定のある方（▲0.8%）
④ おかしんアプリの口座登録のある方（▲0.8%）
⑤ 当金庫で住宅ローンをご利用の方（本申込、完済から1年以内を含む）（▲1.6%）
※新規指定・登録を含みます

1.6
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（愛知県岡崎市上明大寺町2丁目14-10）

2026年10月29日㈭～11月1日㈰
11：00～19：00（最終日 18：00）

グランドイン東岡崎３階催事場

オト  　　　リバーサイド　　　　　　テラス

開催期間

OTO RIVERSIDE TERRACE会　場

★
主催／合同会社BellTree　　共催／SGS株式会社、東岡崎駅北東街区複合施設㈱
協力／スターツ東海㈱、岡崎信用金庫、岡崎ニューグランドホテル、熊本県大阪事務所、
　　　九州産交リテール株式会社

「熊本県震災復興応援  食のみやこ熊本  地酒とうまかモンフェア」を開催いたします。
皆さまの「飲んで・食べて」の応援が、熊本の生産者や地域の力につながります。

熊本自慢の地酒と特産品を、この機会にぜひお楽しみください。

飲んで、食べて、熊本を応援しましょう！

熊本の酒蔵が
大集合！

食のみやこ熊本 熊本県
震災復興
応援

毎
月
一
回
発
行

発
行
所
　
岡
崎
市
菅
生
町
字
元
菅
四
一

発
行
／
岡
崎
信
用
金
庫
　
編
集
／
地
域
振
興
部
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〈
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四
〉
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五
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三（https://www.okashin.co.jp
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